	開催セミナー

	第3回東京農楽マッチ勉強会

	日　時
	2019年6月1日 (土)

　　13:30～16:00
	場　所
	東京都大田区、富士通ソリューションスクエア

	講　演　者

	中島尚子氏（「株式会社ルートレック・ネットワーク」セールス＆マーケティング部長）

長嶋智久氏（「絹島グラベル」代表）

	タイトル
	

	内容
	中島尚子氏より当社の農業関連製品のご紹介と、長嶋さまの、さまざまな工夫にて実績を上げておられる農業経営のスタイルのご紹介でした。
1． 中島尚子氏（「株式会社ルートレック・ネットワーク」セールス＆マーケティング部長）
当社にて販売されています次世代溶液土耕システム「ZeRo.agri(ゼロアグリ)」の製品ご紹介のミニセミナーでした。
１）概要
株式会社ルートレック・ネットワークは、2005年に創業された企業です。創業時はIT系のネットワークシステムを扱う企業でしたが、現在は農業に目を向け、AIとクラウドを利用した先進的な次世代溶液土耕システム「ZeRo.agri(ゼロアグリ)」を製造販売サポートし、農業に貢献しておられます。
２）次世代溶液土耕システム「ZeRo.agri(ゼロアグリ)」
ゼロアグリは土耕のモニタを行い、適切な溶液の自動供給を行う、自動制御の溶液土耕管理システムです。特徴はそれらのモニタ情報がクラウドを通じて集中管理されているサーバーに送られ、それをAIが解析して溶液の最適値を与えることです。クラウドとAIを使用した先鋭的なシステムと言えるかと思います。また、このシステムを導入し収穫の安定化を図った農家の方をセミナーで紹介されていました。比較的安価な価格帯の製品であり、中小農家においても適切な設備投資で、収穫の安定化と省力化を図れる、強力なツールであるとのご紹介でした。
2． 長嶋智久氏（「絹島グラベル」代表）
長嶋氏のご自身の農業経営の中で実践しておられる工学的な工夫のご説明と、コミュニケーションのモデル化である「亜農民キャリブレーション」という考え方のご紹介でした。
１）概要
長嶋氏は栃木にてトマト栽培をしておられる農家様です。パソコン店などの経営を経て、ご自身の工学的な知識・経験をもとにトマト育成のために様々な機器を自作・利用し、安定した収穫を得ていらっしゃいます。また、今回のセミナーではご自身の経営理念を起点に「亜農民キャリブレーション」というコミュニケーション方法についてご説明がありました。
2） 「自主施工の多い農園」
長嶋氏は様々な機器を自作され農園の運営のために利用されています。簡単な運搬具の工夫から、液肥混入機や栽培履歴管理ソフトなど様々なものがありました。特に農作物の生育環境モニターから液肥の供給などの機械化は、高度な技術を利用し安定して生育環境の確保と省力化を実現しておられ、個人経営の農園でもそれなりの設備投資と経営者の知識や知恵で十分に生産性を上げられる事を示しておられました。
3） 「亜農民キャリブレーション」

長嶋氏は、ご自身の農業経営の環境が様々な局面で複雑化しておられる事を実感し、そしてそれらを真理として受け止める事を重要としておられます。特に農園経営に直接関わる者とその周囲に関係者の間での意識の違いがあり、その間でのコミュニケーションの問題解決に課題があるとお考えでした。そしてこの課題に対し「亜農民キャリブレーション」という独自の理論で最適化することを考えておられました。
「亜農民キャリブレーション」は、おかれる環境や問題に対して意識の違う者の間で問題解決をする際の対話の手順を図式してモデル化し、実際にどういう対話の手順で問題解決に達したか、もしくは決裂したかを視覚的に分かり易くしたものです。このモデルを使い双方の歩み寄りにて問題解決を図る際の分析を行い、知識として蓄積し、今後のよりよいコミュニケーションに役立てることができるツールと見受けました。
3． 筆者所感
AIとクラウドを駆使した溶液土耕システムや、工学的な工夫による環境改善、コミュニケーションに関わる経営学的なアプローチなど、一次産業においても個人経営でも先進的な試みが実施され、効果を上げている事実を知ることができ、非常に有意義なセミナーでありました。
以上
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